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Ⅰ ． 緒  言  

看 護 職 は 、 夜 勤 ・ 交 代 制 勤 務 に よ り 2 4 時 間 3 6 5 日 患 者 の

心 身 の 健 康 を 守 り 、 患 者 の 命 に 係 る 複 雑 か つ 緊 張 を 要 す る

判 断 を 要 求 さ れ る 職 業 で あ る 。 交 代 制 勤 務 従 事 者 に お い て 、

最 も 多 く 認 め ら れ る 心 身 の 不 調 の 1 つ に 睡 眠 障 害 が あ り 1 ) 、

看 護 職 に お い て も 多 く 報 告 さ れ て い る 2 )  3 ) 。 ま た 、 新 人 看

護 師 の 精 神 的 ス ト レ ス は 強 く そ の 離 職 率 の 高 い こ と が 問 題

視 さ れ て お り 4 ) 、 看 護 職 に お い て 抑 う つ 防 止 を は じ め と す

る 精 神 の 健 康 状 態 を 保 持 増 進 す る こ と が 重 要 な 課 題 と な っ

て い る 。  

先 行 研 究 に よ っ て 、 不 眠 が 抑 う つ な ど の こ こ ろ の 不 健 康

に つ な が る 事 が 示 さ れ て い る 5 ) 。 F o r d ら が 行 っ た 1 8 歳 以

上 の 7 , 9 5 4 人 を 対 象 と し た １ 年 間 の 縦 断 研 究 で は 、 不 眠 が

新 た な 大 う つ 病 の 発 症 に 関 連 し て い た 6 ) 。  

 一 方 、 抑 う つ に 対 処 す る 方 法 も 報 告 さ れ て い る 。 ス ト レ

ス コ ー ピ ン グ の 使 用 は 抑 う つ を 低 減 す る 等 、 そ の 後 の 健 康

状 態 を 促 進 さ せ る こ と が 明 ら か と な っ て い る 7 ,  8 ) 。 ま た 、

板 野 ら 9 ) は 自 己 効 力 感 の 向 上 が 、 心 理 的 ス ト レ ス を 改 善 す

る の に 有 効 で あ る と し て い る 。  

看 護 学 生 は 将 来 看 護 師 と し て 勤 務 し た 時 に 、 睡 眠 不 足 を
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経 験 し や す い こ と が 想 定 さ れ る 。 そ の た め 看 護 学 生 が 抑 う

つ や 精 神 健 康 状 態 の 悪 化 に 陥 ら な い よ う に 自 己 管 理 し て い

く こ と は 重 要 で あ る 。 し か し 、 看 護 師 に な る 以 前 の 看 護 学

生 に お け る 睡 眠 時 間 と 抑 う つ 等 の 精 神 健 康 状 態 と の 関 係 は

ほ と ん ど 知 ら れ て い な い 。  

ま た 、 看 護 職 に お い て 睡 眠 時 間 自 体 を コ ン ト ロ ー ル す る

こ と は 困 難 な 場 合 が 多 い と 予 想 さ れ 、 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ

や 自 己 効 力 感 の 向 上 に よ っ て 抑 う つ 防 止 や 精 神 健 康 状 態 の

維 持 向 上 が 期 待 さ れ る 。 し か し 、 睡 眠 時 間 か ら 抑 う つ 等 の

精 神 健 康 状 態 へ の 経 路 が 存 在 す る 場 合 に 、 ス ト レ ス コ ー ピ

ン グ や 自 己 効 力 感 が そ れ ら の 関 係 を 減 弱 す る の か ど う か 、

あ る い は ス ト レ ス コ ー ピ ン グ や 自 己 効 力 感 の 向 上 が 睡 眠 を

介 さ ず 直 接 抑 う つ 等 の 精 神 健 康 状 態 の 改 善 に 寄 与 す る の か

ど う か は 不 明 で あ る 。  

 

Ⅱ ． 研 究 の 目 的  

本 研 究 の 目 的 は 、 横 断 研 究 に よ っ て 女 子 看 護 学 生 に お い

て 、 睡 眠 時 間 と 精 神 健 康 状 態 と の 間 に 関 連 が あ る か ど う か 、

さ ら に 関 連 が あ る 場 合 に 睡 眠 時 間 か ら 精 神 健 康 状 態 ・ 抑 う

つ へ の 経 路 に ス ト レ ス コ ー ピ ン グ や 自 己 効 力 感 が 影 響 す る
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か を 確 認 す る こ と で あ る 。  

 

Ⅲ ． 研 究 方 法  

１ ． 研 究 デ ザ イ ン  

無 記 名 自 記 式 質 問 紙 に よ る 量 的 記 述 的 研 究 と し た 。  

 

２ ． 研 究 の 枠 組 み  

 図 １ に 、 本 研 究 の 仮 説 を 示 し た 。 睡 眠 時 間 か ら 精 神 健 康

状 態 ・ 抑 う つ へ の 経 路 が 存 在 し 、 そ の 経 路 に ス ト レ ス コ ー

ピ ン グ と 自 己 効 力 感 が 影 響 す る と い う も の で あ る 。  

 

３ ． 研 究 の 対 象  

3 大 学 に 在 籍 す る 女 子 看 護 学 生 2 年 生（ A 大 学 ： 7 9 名 ，  B

大 学 A 校 ： 2 4 名 ， B 大 学 B 校 6 6 名 ） を 対 象 と し た 。 回 収

数 、 分 析 対 象 者 の 年 齢 等 は Ⅳ ． 分 析 結 果 に 示 す 。  

 

４ ． 質 問 紙  

 調 査 は 下 記 の 質 問 紙 を 用 い た 。  

（ 1） 精 神 健 康 状 態 （ 日 本 版 G H Q 2 8）  

精 神 健 康 の 測 定 に は 中 川 ・ 大 坊 1 0 ) に よ る 日 本 版 G e n e r a l  
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h e a l t h  Q u e s t i o n n a i r e（ G H Q） の 2 8 項 目 短 縮 版 を 用 い た 。 各

質 問 に 対 し て 4 つ の 選 択 肢 か ら 1 つ を 選 択 し て も ら い 、「 ま

っ た く な か っ た 」 と 「 あ ま り な か っ た 」 を 0 点 、「 あ っ た 」

と「 た び た び あ っ た 」を １ 点 と し 、合 計 を 2 8 点 と し た 。G H Q 2 8

と 神 経 症 症 状 の 重 症 度 と は 相 関 が 高 く 、 症 状 の 変 化 を 鋭 敏

に 反 映 し て い る と 言 わ れ て い る 。ま た G H Q 2 8 に よ る 神 経 症

の 判 断 効 率 は 、神 経 症 者 を 神 経 症 群 と 判 断 す る 確 率 が 9 0 %、

健 常 者 を 健 常 と 判 断 す る 確 率 が 8 6 %と さ れ 、 高 い 妥 当 性 が

認 め ら れ て い る 。カ ッ ト オ フ 値 は 5 / 6 点 で 、 5 点 以 下 は「 健

常 者 」、 6 点 以 上 は「 何 ら か の 問 題 を も つ 者（ 神 経 症 群 ）」と

さ れ 、 こ の 基 準 は ス ク リ ー ニ ン グ 的 な 意 味 で の 弁 別 点 と い

え る と し て い る 。 G H Q 2 8 の 下 位 尺 度 に 身 体 的 症 状 、 不 安 と

不 眠 、 社 会 的 活 動 障 害 お よ び う つ 傾 向 が あ る 。  

 

（ 2） 抑 う つ （ C E S - D 日 本 版 ）  

抑 う つ の 測 定 に は C E S - D  ( T h e  C e n t e r  f o r  E p i d e m i o l o g i c  

S t u d i e s  D e p r e s s i o n  S c a l e )  を 用 い た 1 1 ,  1 2 ) 。 こ れ は 米 国 国 立

精 神 保 健 研 究 所 が 開 発 し た う つ 病 の 自 己 評 価 尺 度 で 2 0 問 の

質 問 で 構 成 さ れ て い る 。 質 問 文 が 表 わ す 気 分 や 身 体 の 状 態

が 過 去 1 週 間 に ど の 程 度 持 続 し た か に つ い て「 全 く な い か 、
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あ っ た と し て も 1 日 も 続 か な い 場 合 は Ａ 」、「 週 の う ち 1～ 2

日 な ら Ｂ 」、「 週 の う ち ３ ～ ４ 日 な ら Ｃ 」、「 週 の う ち 5 日 以

上 な ら Ｄ 」 の う ち か ら 1 つ を 選 択 す る 。 C E S - D は 「 普 段 は

何 で も な い こ と が わ ず ら わ し い 」 と い っ た ネ ガ テ ィ ブ な 項

目 に 関 す る 質 問 が 1 6 問 あ る 一 方 で 、「 他 の 人 と 同 じ 程 度 に

は 、 能 力 が あ る と 思 う 」、「 毎 日 が 楽 し い 」 と い っ た ポ ジ テ

ィ ブ な 質 問 が 4 問 あ る 。 ポ ジ テ ィ ブ な 質 問 に つ い て は 回 答

を 反 転 さ せ た の ち 、 ネ ガ テ ィ ブ な 項 目 と 合 わ せ て 抑 う つ 得

点 を 計 算 す る 。 0 ,  1 ,  2 ,  3 の 4 件 法 で 採 点 し 、 抑 う つ 得 点 は

0  点 か ら 6 0  点 の 範 囲 を と り 、得 点 が 高 い ほ ど 抑 う つ の 状 態

に あ る 。 カ ッ ト オ フ 値 は 1 5 / 1 6 点 で 、 1 6 点 以 上 が 抑 う つ リ

ス ク 群 と み な さ れ る 。 再 検 査 法 、 折 半 法 で の 信 頼 性 や 、 う

つ 病 評 価 尺 度 と の 併 存 的 妥 当 性 で は 良 好 な 結 果 が 報 告 さ れ

て い る 1 2 ) 。  

 

（ 3） ス ト レ ス コ ー ピ ン グ （ G C Q）  

ス ト レ ス コ ー ピ ン グ の 測 定 に は 佐 々 木 ・ 山 崎 1 3 ) に よ る

G e n e r a l  C o p i n g  Q u e s t i o n n a i r e  ( G C Q )を 用 い た 。 こ の 尺 度 は 、

嫌 悪 な 出 来 事 に 直 面 し た 時 、 そ の 時 の 気 持 ち を 表 情 や 態 度

に 表 す「 感 情 表 出 」、人 と の か か わ り の 中 で 自 分 の 気 持 ち を
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落 ち 着 か せ よ う と す る「 情 緒 的 サ ポ ー ト 希 求 」、そ れ を 良 い

ほ う へ 考 え 直 し た り 、 自 分 に と っ て プ ラ ス に な る こ と を 探

そ う と す る「 認 知 的 再 解 釈 」、そ れ を 何 と か 解 決 し よ う と す

る 「 問 題 解 決 」 の 4 因 子 か ら な っ て い る 。  

日 常 生 活 に お い て 、 嫌 な 出 来 事 や 困 っ た 出 来 事 に 直 面 し

た と き 、 ど の よ う に 行 動 し た り 考 え た り し て い る か を 「 ま

っ た く 行 わ な い 」、「 あ ま り 行 わ な い 」、「 と き ど き 行 う 」、「 よ

く 行 う 」、「 い つ も 行 う 」 の 選 択 肢 か ら 1 つ を 選 択 し て も ら

う 。 評 点 方 法 は 各 項 目 1 点 か ら 5 点 の 5 件 法 で 、 各 下 位 尺

度 の 得 点 範 囲 は 8 点 か ら 4 0 点 で あ る 。尺 度 の 因 子 的 妥 当 性 、

内 的 整 合 性 、 検 査 － 再 検 査 信 頼 性 、 構 成 概 念 妥 当 性 （ 認 知

的 再 解 釈 を 除 く ）、得 点 分 布 の 証 拠 が 得 ら れ て お り 、高 い 信

頼 性 ・ 妥 当 性 を 備 え て い る 。  

 

（ 4） 自 己 効 力 感 （ 特 性 的 自 己 効 力 感 尺 度 ）  

自 己 効 力 感 を 測 定 す る 尺 度 と し て 、 成 田 ら 1 4 ) が 作 成 し

た 特 性 的 自 己 効 力 感 尺 度 を 用 い た 。 特 性 的 自 己 効 力 感 と は 、

個 々 の 課 題 や 状 況 に 依 存 せ ず 、 よ り 長 期 的 に 、 よ り 一 般 化

し た 日 常 場 面 に お け る 行 動 に 影 響 す る も の で 、 人 格 特 性 的

な 認 知 傾 向 の こ と を 指 す 。 こ の 尺 度 は 、 S h e r e r ら  1 5 ) が 作
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成 し た 自 己 効 力 感 尺 度 を 、 日 本 の コ ミ ュ ニ テ ィ サ ン プ ル に

適 用 し 、 性 別 や 年 齢 に 依 存 す る こ と な く 、 十 分 に 使 用 可 能

で 有 用 な 尺 度 で あ る こ と を 示 す た め に 作 成 さ れ た も の で あ

る 。 成 田 ら 1 4 ) は 、 こ の 尺 度 が １ 因 子 構 造 を 持 ち 、 そ れ が

性 や 年 齢 に よ ら ず 安 定 し た 構 造 で あ る こ と を 示 し て い る 。

ま た 、 構 成 概 念 妥 当 性 に 関 し て 、 他 の パ ー ソ ナ リ テ ィ 尺 度

と の 相 関 関 係 か ら 検 討 し 、 自 尊 心 、 性 役 割 、 お よ び 健 康 に

関 す る 主 観 的 健 康 尺 度 と の 間 に 正 の 相 関 が あ る こ と 、 抑 う

つ 性 尺 度 と の 間 に 負 の 相 関 が あ る こ と を 確 認 し て い る 。 尺

度 は 2 3 項 目 、 回 答 は ５ 件 法 で 「 そ う 思 う 」（ ５ 点 ） 、「 ま

あ そ う 思 う 」（４ 点 ）、「 ど ち ら と も い え な い 」（３ 点 ）、

「 あ ま り そ う 思 わ な い 」 （ ２ 点 ） 、 「 そ う 思 わ な い 」 （ １

点 ） ま で と し て い る 。 各 項 目 の 粗 点 の 合 計 得 点 が 高 い ほ ど 、

自 己 効 力 感 が 高 い こ と を 示 す 。  

 

（ 5） 睡 眠 時 間 の 調 査  

睡 眠 時 間 の 調 査 に は 、 独 自 に 作 成 し た 睡 眠 時 間 調 査 書 を

用 い た 。玉 腰 ら 1 6 ) は 、 1 日 の 睡 眠 時 間 が 7 時 間 の 人 は 他 の

人 た ち に 比 べ て 死 亡 リ ス ク が 低 い こ と を 明 ら か に し て お り 、

睡 眠 区 分 が 6 時 間 3 0 分 か ら 7 時 間 3 0 分 と な っ て い る 。 元
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村 ら 1 7 ) が 実 施 し た 研 究 で は 、不 十 分 な 睡 眠 を 5 日 間 連 続 で

1 日 あ た り 4 . 5 時 間 と し て い る 。そ こ で 、先 行 研 究 の 知 見 と

比 較 で き る よ う に 平 日 の 睡 眠 時 間 と 休 日 の 睡 眠 時 間 と し 、

直 近 2 週 間 の 睡 眠 時 間 に つ い て 質 問 し た 。回 答 は 、 3 . 5 時 間

か ら 1 0 . 5 時 間 ま で を 1 時 間 ご と に 区 切 っ た 回 答 欄 を 作 成 し 、

該 当 す る 欄 に レ 点 を 記 入 し て も ら っ た 。  

 

５ ． 調 査 方 法  

上 記 ５ つ の 調 査 票 を 授 業 終 了 後 に 教 室 で 配 布 し 、 記 載 終

了 次 第 、 教 室 内 の 指 定 の 箱 に 入 れ て も ら っ た 。 G H Q 2 8 と

C E S - D の 質 問 紙 の 記 載 順 序 は カ ウ ン タ ー バ ラ ン ス （ G H Q 2 8

と C E S - D の 回 答 順 番 に よ る 影 響 を 避 け る た め 、G H Q 2 8 を 先

に 回 答 す る 学 生 と C E S - D を 先 に 回 答 す る 学 生 の 数 を 平 等 に

す る ） と し 、 そ の 後 に G C Q お よ び 睡 眠 ア ン ケ ー ト と し た 。 

 

６ ． 調 査 期 間  

調 査 時 期 は 、 臨 地 実 習 や 定 期 試 験 の 期 間 を 避 け 、 平 成 2 6

年 １ ～ 2 月 と し た 。  

 

７ ． 分 析 方 法  
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分 析 に は I B M  S P S S  S TAT I S T I C S  2 3 を 用 い た 。  

ま ず G H Q 2 8、 C E S - D、 G C Q の 各 項 目 、 自 己 効 力 感 お よ び

睡 眠 時 間 （ 平 日 の 睡 眠 時 間 ・ 休 日 の 睡 眠 時 間 ） の 記 述 統 計

量 （ 最 小 値 ・ 最 大 値 ・ 平 均 値 ・ 標 準 偏 差 ） を 計 算 し た 。  

次 に 、 G H Q 2 8、 C E S - D、 G C Q の 各 項 目 、 自 己 効 力 感 、 睡

眠 時 間 、 大 学 お よ び 年 齢 群 に お い て 、 各 変 数 間 の ピ ア ソ ン

の 相 関 係 数 を 計 算 し た 。 な お 、 大 学 に つ い て は 、 通 学 時 間

を は じ め と す る 大 学 生 活 の 環 境 が 睡 眠 時 間 等 に 影 響 す る と

考 え 、 ま ず 総 務 省 が 実 施 し た 社 会 生 活 基 本 調 査 の 通 勤 ・ 通

学 時 間 が 全 国 最 長 の 県 に 所 属 す る 大 学 を Ａ 学 、 そ れ よ り も

約 5 6 分 以 上 少 な く 通 勤・通 学 時 間 が 類 似 し て い る 2 大 学 を

Ｂ 学 と し 、Ａ 学 を 0、Ｂ 学 を 1 と す る 2 値 化 を 行 っ た 。年 齢

に つ い て は 、本 研 究 対 象 の 年 齢 構 成 が 1 9 歳 か ら 2 1 歳 が 1 3 8

名 、 2 7 歳 か ら 3 9 歳 が 7 名 で あ り 、正 規 分 布 を 想 定 で き な い

た め に 2 7 歳 か ら 3 9 歳 （ 7 名 ） を 1、 1 9 歳 か ら 2 1 歳 （ 1 3 8

名 ） を 0 と す る 2 値 化 を 行 っ た 。  

睡 眠 時 間 か ら 精 神 健 康 状 態 お よ び 抑 う つ へ の 経 路 の 確 認 、

さ ら に そ の 経 路 に ス ト レ ス コ ー ピ ン グ と 自 己 効 力 感 が 影 響

す る か を 確 認 す る た め に G H Q 2 8 ま た は C E S - D を 従 属 変 数 と

し ４ つ の モ デ ル を 作 成 し 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 モ デ ル １ で
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は 大 学 に よ る 差 を 考 慮 し て 睡 眠 時 間 と の 関 連 を み る た め に

平 日 の 睡 眠 時 間 、 休 日 の 睡 眠 時 間 お よ び 大 学 を 投 入 し た 。

モ デ ル ２ で は 睡 眠 時 間 と G H Q 2 8 ま た は C E S - D と の 関 連 に お

け る ス ト レ ス コ ー ピ ン グ の 影 響 を み る た め に モ デ ル １ に ス

ト レ ス コ ー ピ ン グ の ４ 変 数 を 追 加 投 入 し た 。 モ デ ル ３ で は

睡 眠 時 間 と G H Q 2 8 ま た は C E S - D と の 関 連 に お け る 自 己 効 力

感 の 影 響 を み る た め に モ デ ル １ に 自 己 効 力 感 を 追 加 投 入 し

た 。 モ デ ル ４ で は 研 究 の 枠 組 み （ 図 １ ） に お い て ど の 変 数

が 有 意 に G H Q 2 8 ま た は C E S - D に 関 連 す る か を み る た め に 、

モ デ ル ２ に 自 己 効 力 感 を 追 加 投 入 し た 。 い ず れ も 強 制 投 入

法 で 分 析 し 多 重 共 線 性 を 考 慮 し た 。  

 

８ ． 倫 理 的 配 慮  

本 研 究 を 行 う に あ た り 、 Ａ 学 研 究 倫 理 審 査 委 員 会 へ 申 請

書 を 提 出 し 、 承 認 （ 承 認 番 号 ： 第 2 4 1 番 、 第 2 4 2 番 ） を 得

た う え で 取 り 組 ん だ 。 本 研 究 の 目 的 、 内 容 な ど に つ い て 記

し た 文 書 を 読 ん で も ら い 、 口 頭 に て 説 明 を 行 っ た 。 調 査 結

果 に つ い て は 、 個 人 が 特 定 さ れ な い よ う 無 記 名 で 行 い 、 研

究 の 目 的 以 外 で は 使 用 し な い こ と 、 研 究 へ の 協 力 の 有 無 や

結 果 は 成 績 と は 無 関 係 で あ る こ と を 伝 え た 。 ま た 同 意 が 得
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ら れ て も 、 調 査 の 中 断 を し た い 場 合 も 応 じ ら れ る こ と も 説

明 し 質 問 紙 の 提 出 を も っ て 調 査 へ の 参 加 同 意 と み な し た 。

本 研 究 の デ ー タ は 、 研 究 者 以 外 取 り 扱 う こ と な く 、 デ ー タ

お よ び 結 果 は 研 究 以 外 の 目 的 で 用 い る こ と も な く 、 デ ー タ

は 厳 重 に 保 管 ・ 管 理 し 、 回 収 し た 質 問 紙 は 研 究 発 表 後 研 究

者 が 責 任 を 以 て 裁 断 処 分 す る こ と も 説 明 し た 。 分 析 方 法 に

つ い て も 説 明 し た 。  

 

Ⅳ ． 分 析 結 果  

１ ． 質 問 紙 回 収 結 果  

回 収 数 ： 1 5 9／ 1 6 9  

   Ａ 学 ： 7 3／ 7 9  

Ｂ 学 ： 8 6／ 9 0（ Ａ 校 : 2 4 ,Ｂ 校 : 6 2／ Ａ 校 : 2 4 ,Ｂ 校 : 6 6） 

回 答 率 ： 9 4 %  

Ａ 学 ： 9 2 %  

  Ｂ 学 ： 9 6 %（ Ａ 校 : 1 0 0％ ,Ｂ 校 : 9 4％ ）  

欠 損 （ 回 答 漏 れ ）： 1 4  

Ａ 学 ： 1 2  

Ｂ 学 ： 2（ Ａ 校 :０ ,Ｂ 校 :２ ）  

有 効 な デ ー タ ： 1 4 5  
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Ａ 学 ： 6 1  

Ｂ 学 ： 8 4（ Ａ 校 : 2 4 ,Ｂ 校 : 6 0）  

平 均 年 齢 ： 2 0 . 3 歳 （ S D = 2 . 7 9）  

Ａ 学 ： 2 0 . 3 歳 ; S D = 2 . 5 3  

Ｂ 学 ： 2 0 . 3 歳 ; S D = 2 . 9 8  

（ Ａ 校 : 2 0 . 3 歳 ; S D = 1 . 7 3 ,Ｂ 校 : 2 0 . 4 歳 ; S D = 3 . 3 6）  

年 齢 の 範 囲 ： 1 9～ 3 9 歳   

Ａ 学 ： 1 9～ 3 6 歳  

Ｂ 学 ： 1 9～ 3 9 歳  

 （ Ａ 校 : 1 9～ 2 8 歳 ,Ｂ 校 : 1 9～ 3 9 歳 ）  

 

2． 分 析 結 果  

１ ） 各 尺 度 に お け る 最 小 値 ・ 最 大 値 ・ 平 均 値 ・ 標 準 偏 差 値  

表 1 に 各 尺 度 に お け る 基 本 統 計 量 を 示 し た 。C E S - D（ 抑 う

つ ） と G H Q 2 8 の 平 均 値 は G H Q 2 8 の み カ ッ ト オ フ 値 を 上 回

っ た 。 睡 眠 時 間 の 平 均 値 は 平 日 の 睡 眠 時 間 の み 7 時 間 を 下

回 っ た 。  

 

２ ） 睡 眠 時 間  

平 日 の 睡 眠 時 間 が ６ 時 間 以 下 の 女 子 看 護 学 生 は 8 4 名（ 約
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5 8％ ） み ら れ た が 、 休 日 は 4 名 （ 約 1 0％ ） で あ っ た 。 睡 眠

時 間 が ４ 時 間 以 下 の 学 生 は 、平 日 は 1 0 名（ 約 7％ ）、休 日 は

１ 名 （ 約 １ ％ ） で あ っ た 。  

 

３ ） 各 変 数 間 の 相 関  

表 ２ に ピ ア ソ ン の 相 関 係 数 を 示 し た 。 G H Q 2 8 は 認 知 的 再

解 釈 、 自 己 効 力 感 、 平 日 の 睡 眠 時 間 お よ び 大 学 と の 間 に 有

意 な 負 の 相 関 関 係 が み ら れ た （ p < 0 . 0 1） 。 C E S - D は 問 題 解

決 、 認 知 的 再 解 釈 、 情 緒 的 サ ポ ー ト 希 求 、 自 己 効 力 感 、 平

日 の 睡 眠 時 間 お よ び 大 学 と の 間 に 有 意 な 負 の 相 関 関 係 が み

ら れ た （ p < 0 . 0 1） 。 ま た 、 自 己 効 力 感 と 問 題 解 決 、 認 知 的

再 解 釈 、 情 緒 的 サ ポ ー ト 希 求 と の 間 に も 相 関 関 係 が み ら れ

た （ p < 0 . 0 1） 。 年 齢 群 で は 有 意 な 相 関 は み ら れ な か っ た 。  

 

４ ） 重 回 帰 分 析 の 結 果  

重 回 帰 分 析 の 結 果 を 表 ３ に 示 し た 。 多 重 共 線 性 の 指 標 で

あ る V I F は す べ て の モ デ ル で 3 以 下 で あ っ た 。 モ デ ル １ で

は 大 学 で 有 意 な 負 の 係 数 が み ら れ た ( A d j  R 2 = . 1 1 ,  p < 0 . 0 0 1 )。

モ デ ル ２ で は 大 学 と 認 知 的 再 解 釈 に 有 意 な 負 の 係 数 が み ら

れ た ( A d j  R 2 = 0 . 1 5 ,  p < 0 . 0 0 1 )。 モ デ ル ３ で は 大 学 と 自 己 効 力
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感 に 有 意 な 負 の 係 数 が み ら れ た ( A d j  R 2 = 0 . 1 6 ,  p < 0 . 0 0 1 )。 モ

デ ル ４ で は 大 学 と 認 知 的 再 解 釈 ・ 自 己 効 力 感 に 有 意 な 負 の

係 数 が み ら れ た ( A d j  R 2 = 0 . 1 7 ,  p < 0 . 0 0 1 )。  

C E S - D を 従 属 変 数 と し ４ つ の モ デ ル の 結 果 、 モ デ ル １ で

は 平 日 の 睡 眠 時 間 と 大 学 に 有 意 な 負 の 係 数 が み ら れ た ( A d j  

R 2 = 0 . 1 0 ,  p < 0 . 0 1 )。 モ デ ル ２ で は 大 学 と 問 題 解 決 、情 緒 的 サ

ポ ー ト 希 求 に 有 意 な 負 の 係 数 が 、 感 情 表 出 に 有 意 な 正 の 係

数 が み ら れ た ( A d j  R 2 = 0 . 3 3 ,  p < 0 . 0 0 1 )。 モ デ ル ３ で は 平 日 の

睡 眠 時 間 と 大 学 ・ 自 己 効 力 感 に 有 意 な 負 の 係 数 が み ら れ た

( A d j  R 2 = 0 . 4 8 ,  p < 0 . 0 0 1 )。 モ デ ル ４ で は 平 日 の 睡 眠 時 間 と 大

学 ・ 自 己 効 力 感 に 有 意 な 負 の 係 数 が み ら れ た ( A d j  R 2 = 0 . 4 9 ,  

p < 0 . 0 0 1 )。  

 

Ⅴ ． 考  察  

女 子 看 護 学 生 の G H Q 2 8 の 平 均 値 （ 6 . 5 0） は カ ッ ト オ フ 値

を や や 上 回 っ た が 、 荒 木 ら 1 8 ） が 調 査 し た 大 学 院 生 と 大 学

生 3 6 4 名 (男 性 1 7 3 名 ,女 性 1 9 1 名：平 均 年 齢 2 0 . 5 歳 , S D = 1 . 7 )

の 値 9 . 9 4（ S D = 5 . 8 6） よ り も 低 か っ た 。 ま た C E S - D の 平 均

値 （ 1 4 . 2） は カ ッ ト オ フ 値 を 下 回 っ て お り 、 小 西 ら 1 9 ） が

女 子 大 学 生 2 年 生 9 5 名 に 調 査 し た 値（ 1 5 . 5、S D = 8 . 6）よ り



15 
 
 

低 か っ た 。 平 日 の 睡 眠 時 間 （ 6 . 3 2 時 間 ） は 、 米 国 全 国 睡 眠

財 団 の 推 奨 睡 眠 時 間 （ 7 時 間 か ら 9 時 間 ） 2 0 ) よ り 短 か っ た

が 、 日 本 人 女 子 大 学 生 の 睡 眠 時 間（ 6 . 0 9 時 間 ） 2 1 ) よ り 長 か

っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ， 本 研 究 対 象 者 の 精 神 健 康 状 態 や

抑 う つ 状 態 お よ び 睡 眠 時 間 は 先 行 研 究 の 他 大 学 生 よ り も や

や 良 好 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

G H Q 2 8 お よ び C E S - D は 、 休 日 の 睡 眠 時 間 と の 間 に は 有 意

な 相 関 関 係 は み ら れ な か っ た が 、 平 日 の 睡 眠 時 間 と は 有 意

な 負 の 相 関 関 係 が 認 め ら れ た 。 元 村 ら 1 7 ）は 、 1 日 に 4 時

間 半 ほ ど し か 眠 ら な い 睡 眠 不 足 が 5 日 間 続 く と 、 う つ 病 や

統 合 失 調 症 な ど の 患 者 に 似 た 脳 機 能 の 変 化 が み ら れ 、 不 安

や 混 乱 、 抑 う つ 傾 向 が 強 ま る こ と が 、 実 験 で 明 ら か と な っ

た と し て い る 。 ま た 、 健 常 者 を 対 象 に し た 研 究 で 、 実 験 的

に 睡 眠 を 剥 奪 す る と 、 身 体 愁 訴 、 不 安 、 抑 う つ 等 が 発 生 ・

増 悪 し 2 2 ） 、 感 情 調 節 力 や 建 設 的 思 考 力 、 記 憶 能 力 等 の こ

こ ろ の 健 康 を 保 つ 上 で 重 要 な 認 知 機 能 の 低 下 が 生 じ る こ と

が 示 さ れ て い る 2 3 ,  2 4 ） 。 こ れ ら の 結 果 は 本 研 究 結 果 と 矛 盾

し な い 。  

ま た 、 長 す ぎ る 睡 眠 時 間 が 抑 う つ に つ な が る 事 が 先 行 研

究 に よ っ て 示 唆 さ れ て い る 2 5 ) 。 す な わ ち 1 0 時 間 以 上 の 睡
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眠 を 常 時 と っ て い る 過 眠 症 に 精 神 健 康 状 態 に 関 す る 影 響 が

み ら れ て い る 。 本 研 究 に お い て 、 平 日 と 休 日 の 推 奨 睡 眠 時

間 に つ い て は 、米 国 全 国 睡 眠 財 団 2 0 ) が 推 奨 す る 推 奨 睡 眠 時

間 の 7 時 間 か ら 9 時 間 を 0、 6 時 間 以 下 と 1 0 時 間 以 上 を 1

と す る 2 値 化 を 行 い 、G H Q 2 8 や C E S - D と の 相 関 を 検 討 し た

と こ ろ 、 平 日 の 睡 眠 時 間 に お い て 同 様 の 有 意 な 関 連 が 認 め

ら れ た 。 す な わ ち 、 推 奨 睡 眠 時 間 と 精 神 健 康 状 態 や 抑 う つ

と の 関 連 が み ら れ 、 本 研 究 結 果 は 睡 眠 不 足 で も 過 眠 で も 精

神 健 康 状 態 に 影 響 を 及 ぼ す と い う 先 行 研 究 2 5 ) を 支 持 し た 。 

本 研 究 の 対 象 者 に は 年 齢 が 平 均 よ り も か な り 高 い 者 が 含

ま れ て い た 。 年 齢 が 高 い ほ ど 社 会 経 験 が 多 く 、 ま た 結 婚 な

ど の 家 庭 環 境 に よ っ て 睡 眠 時 間 、 精 神 健 康 状 態 、 抑 う つ 、

ス ト レ ス コ ー ピ ン グ お よ び 自 己 効 力 感 に 違 い が 出 て く る 可

能 性 が あ る 。 実 際 、 ラ イ フ イ ベ ン ト に よ り ス ト レ ス の 強 度

が 変 化 し 2 6 ） 、 ラ イ フ イ ベ ン ト を 経 験 す る こ と で ス ト レ ス

コ ー ピ ン グ や ス キ ル が 向 上 す る 2 7 ） と の 報 告 が あ る 。 し か

し 、 本 研 究 対 象 者 で は 年 齢 に よ る 差 は 確 認 で き な か っ た 。

結 果 に は 示 し て い な い が 、 年 齢 を 連 続 数 で 投 入 し た 場 合 、

ま た 年 齢 2 群 で 睡 眠 時 間 、 精 神 健 康 状 態 、 抑 う つ 、 ス ト レ

ス コ ー ピ ン グ お よ び 自 己 効 力 感 に お い て ｔ 検 定 を 行 っ た が
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有 意 な 関 連 は み ら れ な か っ た 。  

重 回 帰 分 析 を 行 っ た 結 果 、 G H Q 2 8 で は い ず れ の モ デ ル で

も 睡 眠 時 間 と の 関 連 が み ら れ な か っ た 。 し か し モ デ ル ４ に

お い て G H Q 2 8 は 認 知 的 再 解 釈 と 自 己 効 力 感 と の 関 連 が 明 ら

か に な っ た 。 す な わ ち 、 本 研 究 が 横 断 デ ー タ で あ る た め に

因 果 関 係 は 不 明 で あ る が 、 認 知 的 再 解 釈 と 自 己 効 力 感 を 高

め る こ と で 精 神 健 康 状 態 の 維 持 増 進 に 結 び つ く 可 能 性 が 明

ら か に な っ た 。  

C E S - D と 睡 眠 時 間 と の 関 連 に つ い て は 、 モ デ ル 1 と モ デ

ル ２ の 比 較 で 、 標 準 化 係 数 の 絶 対 値 が 若 干 下 が っ た こ と か

ら 、 平 日 の 睡 眠 時 間 か ら 抑 う つ へ の 経 路 に ス ト レ ス コ ー ピ

ン グ が 若 干 関 与 す る 傾 向 が 見 ら れ た 。 し か し 、 モ デ ル １ と

モ デ ル ４ の 比 較 で は 、 平 日 の 睡 眠 時 間 の 標 準 化 係 数 が ほ と

ん ど 変 化 し な か っ た こ と よ り 、 平 日 の 睡 眠 時 間 か ら 抑 う つ

へ の 経 路 は 存 在 す る も の の そ の 経 路 に 自 己 効 力 感 の 影 響 は

ほ と ん ど な く 、 平 日 の 睡 眠 時 間 と 自 己 効 力 感 が 独 立 し て 抑

う つ に 影 響 を 及 ぼ す こ と が 明 ら か に な っ た 。  

平 日 の 睡 眠 時 間 は 精 神 健 康 状 態 の 指 標 で あ る G H Q 2 8 と は

関 連 し な か っ た が 抑 う つ の 指 標 で あ る C E S - D と は 有 意 な 関

連 が み ら れ た 。 G H Q 2 8 の 総 得 点 は 下 位 尺 度 で あ る 身 体 的 症
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状 、 不 安 と 不 眠 、 社 会 的 活 動 障 害 お よ び う つ 傾 向 を 含 む 精

神 健 康 状 態 を 問 う も の で あ り 、 う つ 傾 向 の み で は な い 。 従

っ て 、 平 日 の 睡 眠 時 間 は 精 神 健 康 状 態 の 中 で も 特 に 抑 う つ

と 関 連 す る こ と が 示 唆 さ れ た 。 な お 、 本 研 究 デ ー タ に お い

て 、 G H Q 2 8 の 下 位 尺 度 で あ る う つ 傾 向 で 同 様 の 重 回 帰 分 析

を 行 っ た と こ ろ C E S - D と 同 様 に 平 日 の 睡 眠 時 間 と の 間 に 有

意 な 関 連 が み ら れ た 。 こ れ は 先 行 研 究 で 不 眠 が 抑 う つ に つ

な が る 事 が 示 唆 さ れ て い る こ と 5 , 2 8 , 2 9 )  を 支 持 す る 結 果 と な

っ た 。  

本 研 究 に お い て G H Q 2 8 は ス ト レ ス コ ー ピ ン グ の な か で も

認 知 的 再 解 釈 と 関 連 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。山 崎 ら 3 0 )

は 、 認 知 的 再 解 釈 へ の 介 入 （ 定 期 的 に ス ト レ ス 事 象 に 対 し

て 正 の 意 味 を 見 出 す 報 告 を さ せ 認 知 的 再 解 釈 が で き る よ う

コ メ ン ト し た ） を 行 い 、 精 神 健 康 状 態 を 促 進 さ せ た と し て

お り 、 本 研 究 結 果 と 矛 盾 し な い 。  

ま た 、自 己 効 力 感 は 精 神 健 康 状 態 と 抑 う つ の い ず れ と も 有

意 な 関 連 が 認 め ら れ た 。 高 い 自 己 効 力 感 を 持 つ 人 は 、 そ の

課 題 に の め り 込 む よ う に 取 り 組 み 、 そ の 課 題 遂 行 の た め に

絶 え 間 な い 努 力 を 行 い 、 困 難 や 障 害 な ど に 直 面 し て も 忍 耐

強 く 前 向 き に と ら え て 対 処 し 、 ス ト レ ス や バ ー ン ア ウ ト ま
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で も 跳 ね 飛 ば す と の 報 告 が あ る 3 1 ) 。自 己 効 力 感 と は 、あ る

特 定 の 成 果 を 生 み 出 す た め に 必 要 な 一 連 の 行 動 を 体 系 化 し 、

そ れ を 遂 行 す る 能 力 に つ い て の 信 念 3 2 ) で あ り 、 板 野 ら 9 )

は 、 自 己 効 力 感 の 向 上 が 、 心 理 的 ス ト レ ス を 改 善 す る の に

有 効 で あ る と し て お り 、 本 研 究 は 先 行 研 究 に お け る 知 見 を

支 持 す る 結 果 と な っ た 。  

 

Ⅵ ． 結  論  

女 子 看 護 学 生 を 対 象 と し て 、 睡 眠 時 間 と 精 神 健 康 状 態 及

び 抑 う つ と の 関 係 を 検 討 し た 。 さ ら に そ れ ら の 関 係 に お け

る ス ト レ ス コ ー ピ ン グ と 自 己 効 力 感 の 関 与 も 検 討 し た 。 そ

の 結 果 、 相 関 分 析 に お い て 精 神 健 康 状 態 と 抑 う つ は 休 日 で

は な く 平 日 の 睡 眠 時 間 と 有 意 な 負 の 相 関 関 係 に あ る こ と が

明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 大 学 に よ る 違 い を 考 慮 し て 、 精

神 健 康 状 態 と 抑 う つ の 各 々 を 従 属 変 数 、 睡 眠 時 間 、 ス ト レ

ス コ ー ピ ン グ お よ び 自 己 効 力 感 を 独 立 変 数 と し た 重 回 帰 分

析 （ 強 制 投 入 法 ） を 行 っ た 結 果 、 精 神 健 康 状 態 に は ス ト レ

ス コ ー ピ ン グ の な か の 認 知 的 再 解 釈 と 自 己 効 力 感 が 、 抑 う

つ に は 平 日 の 睡 眠 時 間 と 自 己 効 力 感 が 独 立 し て 関 連 す る こ

と が 明 ら か に な っ た 。 精 神 健 康 状 態 お よ び 抑 う つ と 睡 眠 時
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間 の 関 係 に お け る ス ト レ ス コ ー ピ ン グ お よ び 自 己 効 力 感 の

関 与 は み ら れ な か っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 本 研 究 は 横 断

研 究 で あ り 因 果 関 係 は 不 明 で あ る が 、 認 知 的 再 解 釈 と 自 己

効 力 感 の 使 用 頻 度 を 高 く す る こ と に よ っ て 、 精 神 健 康 状 態

の 維 持 向 上 を は か る こ と が で き る 可 能 性 、 自 己 効 力 感 の 向

上 で 抑 う つ の 予 防 や 改 善 を は か る こ と が で き る 可 能 性 が 示

唆 さ れ た 。 ま た 、 本 研 究 は 横 断 的 研 究 で あ る た め 、 今 後 睡

眠 に 関 す る 実 験 的 研 究 や 縦 断 的 研 究 、 ス ト レ ス コ ー ピ ン グ

(認 知 的 再 解 釈 )や 自 己 効 力 感 に 関 す る コ ホ ー ト 研 究 等 を 行

い 、 精 神 健 康 状 態 へ の 影 響 や 改 善 ・ 維 持 ・ 促 進 の 方 法 を 明

ら か に す る 必 要 性 が 示 唆 さ れ た 。  

 

Ⅶ ． 本 研 究 の 限 界  

睡 眠 の 質 は 睡 眠 効 率 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て い る こ と を

考 え る と 睡 眠 時 間 の 方 向 の み で と ら え た こ と は 、 結 果 の 解

釈 に 限 界 を 与 え た と 考 え る 。 ま た 、 睡 眠 時 間 は 自 己 申 告 で

あ る こ と や 睡 眠 関 連 症 状 も う つ 病 の 代 表 的 な 症 状 の 一 つ で

あ り 3 3 , 3 4 ） 、 ほ と ん ど の 患 者 が 何 ら か の 睡 眠 障 害 を 呈 す る

こ と が 報 告 さ れ て い る 3 4 , 3 5 ） こ と を 考 え る と 、 う つ 病 罹 患

の 有 無 に つ い て 調 査 し て い な い こ と も 結 果 の 解 釈 に 限 界 を
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与 え た と 考 え る 。 ス ト レ ス と 健 康 状 態 を 媒 介 す る 要 因 と し

て 性 格 特 性 が あ り 3 6 ） 、 性 格 診 断 も 入 れ た 分 析 で な い こ と

が 結 果 の 解 釈 に 限 界 を 与 え た と 考 え る 。 ま た 、 横 断 的 研 究

で あ り 、 因 果 関 係 は 不 明 で あ る こ と や 、 サ ン プ ル 数 が 少 な

く 一 般 化 で き な い こ と も 本 研 究 の 限 界 で あ る と 考 え る 。  
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y o u n g  a d u l t s .  A r c h  I n t e r n  M e d  1 6 6  :  1 6 8 9 - 1 6 9 3 ,  2 0 0 6 .  

2 2 .  K a h n - G r e e n e  E T,  K i l l g o r e  D B ,  K a m i m o r i  G H ,  B a l k i n  T J ,  

K i l l g o r e  W D .  T h e  e f f e c t s  o f  s l e e p  d e p r i v a t i o n  o n  s y m p t o m s  

o f  p s y c h o p a t h o l o g y  i n  h e a l t h y  a d u l t s .  S l e e p  M e d i c i n e  8  :  

2 1 5 - 2 2 1 ,  2 0 0 7 .   

2 3 .  K i l l g o r e  W D S ,  K a h n - G r e e n e  E T,  L i p i z z i  E L ,  N e w m a n  R A ,  

K a m i m o r i  G H ,  B a l k i n  T J .  S l e e p  d e p r i v a t i o n  r e d u c e s  

p e r c e i v e d  e m o t i o n a l  i n t e l l i g e n c e  a n d  c o n s t r u c t i v e  t h i n k i n g  
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s k i l l s .  S l e e p  M e d i c i n e  9  :  5 1 7 - 5 2 6 ,  2 0 0 7 .  

2 4 .  K u r i y a m a  K ,  S o s h i  T,  K i m  Y.  S l e e p  d e p r i v a t i o n  f a c i l i t a t e s  

e x t i n c t i o n  o f  i m p l i c i t  f e a r  g e n e r a l i z a t i o n  a n d  p h y s i o l o g i c a l  

r e s p o n s e  t o  f e a r .  B i o l  P s y c h i a t r y  6 8  :  9 9 1 - 9 9 8 ,  2 0 1 0 .  

2 5 .  W a t s o n  N F ,  H a r d e n  K P ,  B u c h w a l d  D ,  V i t i e l l o  M V ,  P a c k  A I ,  

S t r a c h a n  E ,  G o l d b e r g  J .  S l e e p  d u r a t i o n  a n d  d e p r e s s i v e  

s y m p t o m s :  a  g e n e - e n v i r o n m e n t  i n t e r a c t i o n .  S l e e p  3 7 ( 2 ) :  

3 5 1 - 8 ,  2 0 1 4 .  

2 6 . T h o m a s  H H ,  R i c h a r d  H R .  T h e  S o c i a l  R e a d j u s t m e n t  R a t i n g  

S c a l e .  J o u r n a l  o f  P s y c h o s o m a t i c  R e s e a r c h ,  1 1 :  2 1 3 - 2 1 8 ,  

1 9 6 7 .  

2 7 .  楠 野 弘 明 ,  則 定 百 合 子 .  ラ イ フ イ ベ ン ト 体 験 に よ る 大

学 生 の ス ト レ ス ・ コ ー ピ ン グ ・ ス キ ル の 変 化 .  和 歌 山 大

学 教 育 学 部 紀 要  人 文 科 学 6 4  :  4 7 - 5 8 ,  2 0 1 4 .   

2 8 .  Ta y l o r  D J ,  L i c h s t e i n  K L ,  D u r r e n c e  H H ,  R e i d e l  B W,  B u s h  

A J .  E p i d e m i o l o g y  o f  i n s o m n i a ,  d e p r e s s i o n ,  a n d  a n x i e t y.  

S l e e p  2 8  :  1 4 5 7 - 1 4 6 4 ,  2 0 0 5 .   

2 9 .  P e r l i s  M L ,  S m i t h  L J ,  Ly n e s s  J M ,  M a t t e s o n  S R ,  P i g e o n  W R ,  

J u n g q u i s t  C R ,  T u  X .  I n s o m n i a  a s  a  r i s k  f a c t o r  f o r  o n s e t  o f  

d e p r e s s i o n  i n  t h e  e l d e r l y.  B e h a v  S l e e p  M e d  4  :  1 0 4 - 1 1 3 ,  

http://honyaku.yahoo.co.jp/url_navigate/ctw_=sS,een_ja,bT,uaHR0cDovL3d3dy5zY2llbmNlZGlyZWN0LmNvbS9zY2llbmNlL2pvdXJuYWwvMDAyMjM5OTk=,qfor%3D0
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2 0 0 6 .  

3 0 .  山 崎 勝 之 .  正 感 情 を 育 成 し 、 心 身 の 健 康 を 促 進 す る「 自

己 推 進 型 健 康 教 育 プ ロ グ ラ ム 」 へ の 道 程 .  現 代 の エ ス プ

リ  4 9 4  :  3 6 - 4 6 ,  2 0 0 8 .  

3 1 .  L u t h a n s  F.  P o s i t i v e  o r g a n i z a t i o n a l  b e h a v i o r :  d e v e l o p i n g  

a n d  m a n a g i n g  p s y c h o l o g i c a l  s t r e n g t h s .  A c a d e m y  o f  

M a n a g e m e n t  E x e c u t i v e  1 6 ( 1 )  :  5 7 - 7 2 ,  2 0 0 2 .  

3 2 .  B a n d u r a  A .  S e l f - E f f i c a c y :  T h e  E x e r c i s e  o f  C o n t r o l  ;  

W. H . F r e e m a n  a n d  C o m p a n y,  N e w  Yo r k  ,  1 9 9 7 .  

3 3 .  M e s a s  A E ,  L o p e z - G a r c i a  E ,  L e o n - M u n o z  L M ,  

G u a l l a r - C a s t i l l ó n  P,  R o d r í g u e z - A r t a l e j o  F.  S l e e p  d u r a t i o n  

a n d  m o r t a l i t y  a c c o r d i n g  t o  h e a l t h  s t a t u s  i n  o l d e r  a d u l t s .  J  

A m  G e r i a t r  S o c  5 8  :  1 8 7 0 - 1 8 7 7 ,  2 0 1 0 .   

3 4 .  K r o n h o l m  E ,  L a a t i k a i n e n  T,  P e l t o n e n  M ,  S i p p o l a  R ,  

P a r t o n e n  T.  S e l f - r e p o r t e d  s l e e p  d u r a t i o n ,  a l l - c a u s e  m o r t a l i t y,  

c a r d i o v a s c u l a r  m o r t a l i t y  a n d  m o r b i d i t y  i n  F i n l a n d .  S l e e p  

M e d i c i n e  1 2  :  2 1 5 - 2 2 1 ,  2 0 1 1 .  

3 5．K i m  Y ,  W i l k e n s  L R ,  S c h e m b r e  S M .  H e n d e r s o n  B E ,  K o l o n e l  

L N ,  G o o d m a n  M T .  I n s u f f i c i e n t  a n d  e x c e s s i v e  a m o u n t s  o f  

s l e e p  i n c r e a s e  t h e  r i s k  o f  p r e m a t u r e  d e a t h  f r o m  
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c a r d i o v a s c u l a r  a n d  o t h e r  d i s e a s e s :  t h e  M u l t i e t h n i c  C o h o r t  

S t u d y .  P r e v e n t i v e  M e d i c i n e  5 7  :  3 7 7 - 3 8 5 ,  2 0 1 3 .  

3 6． K o b a s a  S C .  S t r e s s f u l  l i f e  e v e n t s ,  p e r s o n a l i t y ,  a n d  h e a l t h :  

A n  i n q u i r y  i n t o h a r d i n e s s .  J o u r n a l  o f  P e r s o n a l i t y  a n d  S o c i a l  

P s y c h o l o g y  3 7  :  1 - 1 1 ,  1 9 7 9 .  

 



29 
 
 

 

 

表
1　

各
尺

度
に

お
け

る
最

小
値

・最
大

値
・平

均
値

・標
準

偏
差

値

最
小

値
最

大
値

平
均

値

G
H

Q
2
8

精
神

健
康

状
態

0
2
5

6
.5

0
5
.8

8

C
E

S
-
D

抑
う

つ
0

4
3

1
4
.2

3
9
.1

3

ス
ト

レ
ス

コ
ー

ピ
ン

グ
問

題
解

決
1
2

4
0

2
5
.4

6
5
.3

8

（G
C

Q
）

認
知

的
再

解
釈

8
4
0

2
4
.7

2
6
.0

8

感
情

表
出

8
4
0

2
2
.2

6
5
.8

4

情
緒

的
サ

ポ
ー

ト
希

求
9

3
9

2
5
.1

3
5
.9

2

自
己

効
力

感
自

己
効

力
感

2
9

9
1

6
5
.7

2
1
2
.2

6

睡
眠

時
間

平
日

の
睡

眠
時

間
4

1
0

6
.3

2
1
.2

5

休
日

の
睡

眠
時

間
4

1
0

8
.0

8
1
.2

2

標
準

偏
差



30 
 
 

 

 表
2　

各
変

数
の

間
の

ピ
ア

ソ
ン

の
相

関
係

数

大
学

年
齢

群

2
3

4
5

6
7

8
9

1
0

1
1

G
H

Q
2
8

1.
精

神
健

康
状

態
0
.5

5
*
*

-
0
.1

3
-
0
.2

2
*
*

0
.0

5
-
0
.0

6
-
0
.2

3
*
*

-
0
.2

6
*
*

-
0
.0

4
-
0
.3

3
*
*

0
.0

0

C
E

S
-
D

2.
抑

う
つ

-
0
.3

9
*
*

-
0
.4

1
*
*

0
.0

9
-
0
.2

6
*
*

-
0
.6

0
*
*

-
0
.2

8
*
*

-
0
.0

9
-
0
.2

9
*
*

-
0
.1

2

ス
ト

レ
ス

コ
ー

ピ
ン

グ
3.

問
題

解
決

0
.7

5
*
*

0
.0

0
0
.3

2
*
*

0
.6

3
*
*

-
0
.0

7
-
0
.0

4
-
0
.1

7
*

0
.0

8

（G
C

Q
）

4.
認

知
的

再
解

釈
-
0
.0

7
0
.2

8
*
*

0
.5

2
*
*

-
0
.0

4
-
0
.0

9
-
0
.1

0
0
.1

5

5.
感

情
表

出
0
.5

0
*
*

-
0
.0

8
-
0
.0

9
0
.0

7
-
0
.0

2
-
0
.1

5

6.
情

緒
的

サ
ポ

ー
ト

希
求

0
.2

7
*
*

0
.0

5
0
.1

0
0
.0

0
0
.1

3

自
己

効
力

感
7.

自
己

効
力

感
-
0
.0

5
0
.0

0
-
0
.0

2
0
.0

9

睡
眠

時
間

8.
平

日
の

睡
眠

時
間

0
.2

0
*

0
.4

4
*
*

0
.0

5

9.
休

日
の

睡
眠

時
間

0
.1

0
-
0
.0

4

10
.大

学
0
.0

0

11
.年

齢
群

**
.p

＜
0.

01
　

，
*.

 p
＜

0.
05

　

　
 睡

眠
時

間
C

E
S
-
D

G
　

C
　

Q
自

己
効

力
感



31 
 
 

表3　重回帰分析の結果(強制投入）

従属変数 モデル 独立変数 R2

精神健康状態 1 平日の睡眠時間 -0.15 0.12 *** 0.11 ***

（GHQ28） 休日の睡眠時間 0.02

大学 -0.26 **

2 平日の睡眠時間 -0.14 0.19 *** 0.15 ***

休日の睡眠時間 -0.01

大学 -0.29 **

問題解決 0.00

認知的再解釈 -0.26 *

感情表出 0.00

情緒的サポート希求 0.02

3 平日の睡眠時間 -0.16 0.19 *** 0.16 ***

休日の睡眠時間 0.02

大学 -0.26 **

自己効力感 -0.25 **

4 平日の睡眠時間 -0.16 0.21 *** 0.17 ***

休日の睡眠時間 0.00

大学 -0.27 **

問題解決 0.11

認知的再解釈 -0.24 *

感情表出 -0.03

情緒的サポート希求 0.06

自己効力感 -0.21 *

抑うつ 1 平日の睡眠時間 -0.18 * 0.11 ** 0.10 **

（CES-D） 休日の睡眠時間 -0.03

大学 -0.20 *

2 平日の睡眠時間 -0.15 0.37 *** 0.33 ***

休日の睡眠時間 -0.05

大学 -0.27 **

問題解決 -0.23 *

認知的再解釈 -0.20

感情表出 0.16 *

情緒的サポート希求 -0.20 *

3 平日の睡眠時間 -0.22 ** 0.49 *** 0.48 ***

休日の睡眠時間 -0.02

大学 -0.20 **

自己効力感 -0.62 ***

4 平日の睡眠時間 -0.20 ** 0.52 *** 0.49 ***

休日の睡眠時間 -0.03

大学 -0.22 **

問題解決 0.05

認知的再解釈 -0.17

感情表出 0.08

情緒的サポート希求 -0.11

自己効力感 -0.52 ***

***.p＜0.001　，**.p＜0.01　，*. p＜0.05　

標準化係数β 調整済みR2
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図１　本研究の枠組み（仮説）

睡眠時間

（睡眠不足・不眠）

精神健康状態（ＧＨＱ28）
抑うつ（CES-D）

ストレスコーピング

自己効力感
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